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（５）総合評価シート（様式）

管理経費

自主事業

その他

実施結果

70.3 48.6

11,740 7,524

(5)指定管理者
の収支

148,733 63,452

令和元年度 令和2年度

計画 実施結果 計画

33,000

３　施設の利用状況

利用状況を示す指標

0 △ 331,050

14,440

平成23年3月26日

青少年又は青少年団体が安心して学び、活動し、交流できる場を提供するとともに、そ
の成長又は発展に応じた支援を行うことを目指す
地上７階　地下２階建て鉄筋コンクリート造
敷地面積　２，３４８．３２㎡
建築面積　１，３１９．５０㎡
延床面積　７，５８５．４８㎡
休館日　１２月２９日から翌年１月３日
開館時間　月曜日から土曜日　午前１０時から午後１０時まで
　　　　　　　日曜日及び祝日　　午前１０時から午後６時まで

43,710
収
入

59,868,797

令和元年度 令和２年度

59,523,000 59,491,000

支
出

59,523,000

施設名

(2)指定期間

一般財団法人大阪市青少年活動協会・東京海上日動ファシリティーズ株式会社共同事業体

１　施設の概要

(1)指定管理者

２　指定管理者の概要

所在地

平成２９年４月１日　～　令和４年３月３１日　（５年間）

(1)設置目的

(2)規模、開館日
等

計画

施設利用者数(人)

施設の利用件数(件)

施設の利用率（％）

60,036,000 60,036,000

指定管理者制度導入施設の管理運営状況総合評価シート（令和2年度）

吹田市山田西4丁目2番43号

所管部室課名 地域教育部　青少年室

設置年月日

青少年活動サポートプラザの施設の使用許可及び制限に関する業務
施設の使用に関する業務
施設の使用料の徴収に関する業務
施設及び附属設備の維持管理に関する業務

(3)選定方法 公募（プロポーザル方式）

(4)指定管理者
が行う業務内容

吹田市立子育て青少年拠点夢つながり未来館
青少年活動サポートプラザ

59,865,760 60,069,000

実施結果 計画 実施結果
委託料又は利用料金

自主事業収入

181,643

その他

0収支差額
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４　利用者ニーズの把握の状況

５　管理運営状況に対する評価

(1)把握方法

(2)把握結果

(3)結果を受けて
の対応状況

・年２回の利用者懇談会の開催
・利用者アンケートの実施（通年）
・窓口での利用者との直接対話

主な意見は下記のとおりです。
・多目的リハーサル室にコンパクトで簡単に出し入れできる机が欲しい。
・吹奏楽の練習用に譜面台を追加で複数欲しい。
・ドアストッパーが止まりにくい、壊れている。
・工作室の机の高さが小学生には高すぎる。

・折りたたみ式の机を購入しました。
・譜面台を追加で8台購入しました。
・ドアストッパーに滑り止めを付けて修繕しました。また、ドアストッパーがない部屋にも新たに設置し、換気をしやすくし
ました。
・工作室に高さの低い会議机を1台導入し、既設の工作机についても高さを調節しました。

項目 評価

(1)市民の平等
な利用の確保

・各種法令を遵守するとともに、指定管理者が定める個人情報保護規定に基づき、個人情報管理者、情報
システム管理者、個人情報取扱者、情報システム監督者を配置し、運営を行っています。
・インターネットでの予約方法等について、窓口や電話で丁寧に分かりやすく説明をしています。
・360度カメラを導入し、ホームページ上で貸室の様子を把握できるようにしています。

(2)施設の効用
の発揮

・貸室利用者アンケートを集計・分析し、その結果を職員スタッフで共有した上で、サービスの向上に活用し
ています。
・手続き時の対話や年2回の利用者懇談会によりニーズを把握し、利用者の意見を運営に反映していま
す。
・利用者の要望を取り入れた自主事業を行うことにより、利用者の拡大や満足度の向上を図っています。

(6)総合評価

　令和2年度は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策による休館等のため、
施設の利用者数は減少しましたが、利用者の声を丁寧に聞き取り、安全・安心に利用
できる施設運営に努めていました。また、管理経費については、適切に執行されてい
ます。
　今後も、市と指定管理者の連携を深め、より一層親しまれる施設を目指していきま
す。

(3)管理を安定し
て行う人員、資
産その他の経営
規模及び能力

・総括責任者としてマネージャーを配置し、どの職員も他の業務が遂行できるようマルチスタッフ化していま
す。
・故障等、緊急時の対応においてもバックアップ体制が構築されています。また、緊急時の対応マニュアル
が整備されています。
・人権研修、接遇研修、AED講習、コミュニケーショントレーニング等、スタッフ研修を計画的に実施すること
で、人材育成を進め、将来にわたって安定的な運営を目指しています。

(4)施設の管理
経費の縮減

・不要な電球の間引きや雨量に合わせた散水栓の水量調節など、節電、節水に努めています。
・小規模修繕については安全上問題がない限り、業者委託せず、職員スタッフで実施しています。

(5)その他
・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、チェックリストを遵守して環境整備を行っています。
特に、ドアノブや便座等の不特定多数が触れる場所の消毒については、重点的に実施しています。
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